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Abstract
　We have made clinico-statistical analysis of the new outpatients at the department of dentistry and oral- 
maxillofacial surgery, Yoshida prefectural hospital, from April 1989 to March 2009. The number of new referred 
patients and the patients that complained oral and maxillofacial disfunction, had increased every years.  Hanging 
out the shingle "Dentistry and Oral-maxillofacial Surgery", and medical cooperation with other clinics, were 
participated in the results. Statistically significant increase was recognized in the disease groups, that were 
impacted tooth, disease of oral mucosa, disease of salivary glands, glossodynia. We suspected that we had 
contributed in the dental treatment and care for hospital dentistry, in Ken-oh district of Niigata prefecture.

抄録
　今回，私たちは平成元年４月から平成 21 年３月までの 20 年間に県立吉田病院歯科あるいは歯科口腔外科を受診し
た新患患者を対象に臨床統計的検討を行った。紹介患者や口腔外科疾患を主訴とする患者が徐々に増加しており，そ
の要因として歯科口腔外科の標榜や地域歯科医師会との病診連携が関与していると考えられた。疾患群ごとにみると
期間を通じて有意に増加したのは埋伏歯，粘膜疾患，唾液腺疾患，舌痛症であった。当科は小規模ではあるものの県
央地区における病院歯科として，地域歯科医療に貢献しているものと考えられた。
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【緒　　　言】

　筆者が県立吉田病院に赴任して 20 年が経過した。そ
の間，病院を取り巻く環境は大きく変化してきた。平成
元年には 453 床あった病床が諸般の事情から現在は 247
床となり，医師数，診療科数，病棟数も大きく減少して
いる。その中にあって，当科は常勤歯科医師１名，歯科
衛生士２名，診療ユニット２台という条件で歯科診療を

行っている。小規模ではあるものの，県央地区における
病院歯科としての機能を果たし得ているか否か，検討す
るために外来新患患者の臨床統計的検討を行った。

【対象および方法】

　平成元年４月から平成 21 年３月までの 20 年間に県立
吉田病院歯科あるいは歯科口腔外科を受診した新患患者

（保険制度上の新患ではなく当科を初めて受診した新患
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